
サ
プ
ラ
イ
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管
理

① �社会課題解決を協働するサ
プライヤーの選定

② �サプライヤーのアセスメントと
協働によるESG調達の深化

パ
ー
ム
由
来
原
料
・
紙
・
パ
ル
プ
調
達

③ �トレーサビリティの確保と 
第三者認証品の調達による
リスクの低減

④ �天然資源における課題解決
への取り組み

協
働

⑤ �花王の包装容器回収・再生
スキームの取り組み

電
力

⑥ �再生可能電力の調達推進
による環境負荷低減

指標 目標 実績（2025年）

人権デュー・ディリジェン
ス対応実施率（直接材サプ
ライヤー）（Sedex、花王
SAQ、その他評価機関）②

100% 
2030年 99.9％

SMETA監査で重篤な 
課題のあった会社数 ② ー 0社

家庭用製品に使用した認証
紙製品・パルプの比率 ③

100% 
2025年 99.99％

パーム農園までのトレーサビリ
ティ（TTP） ③

100% 
2025年 91％

支援した独立小規模パーム
農園数（延べ数）④ ー 4,630農園

独立小規模パーム農園から
のクレジット購入数量 ④ ー 42,488トン

花王グリーバンスメカニズム
対象農園数 ④ ー 323農園

指標：�再生可能エネルギー
購入比率 ー 91.8％

責任ある原材料調達
資源保護、環境保全や安全、人権などに配慮した原材料を調達するとともに、トレーサビリティの確保に努め、
サプライヤーとの対話を通じ、よりサステナブルな原料調達を目指します。

財務インパクト

● �安定調達による中長期
的なコスト抑制

● �安定調達を基盤とした 
計画的な事業成長

● �持続可能な調達への対
応によるレピュテーショ
ンリスクの回避

サプライヤーの選定 ①

持続可能な調達のための教育 ①

購買慣行の定期的な見直しと 
サプライヤーのパフォーマンス評価 ②

サプライヤーのESGリスク評価 ②

CDPサプライチェーンプログラムへの
参加と活用 ②

ステークホルダーとの協業 ②

森林資源原料の調達 ③④

包装材料リサイクル ⑤

再生可能電力の調達推進 ⑥

● �自然環境の保全と生態系
の持続可能性向上

● �労働環境の改善を通じた
人権尊重の推進

● �生産地コミュニティの 
経済発展と生活水準の
改善

リスク​

● �天然資源の枯渇や価格
上昇による調達コストの
上昇

● �規制強化に伴うサプライ 
チェーン管理コストの 
上昇

● �調達先における人権問題
によるブランドイメージ
の毀損

● �環境・社会リスクの低い
サプライヤー選定による
安定した供給体制の 
構築

● �投資家からの信頼の向上

● �顧客ロイヤルティの向上
と再購買率の増加

※ 指標と目標、取り組みの末尾の番号は戦略番号を示しております。

リスク

機会

戦略 指標と目標　実績 取り組み 財務インパクト

環境・社会インパクト

GRI 2-23
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戦略
「責任ある原材料調達」のリスク低減と機会創出に向け、花王らしく、実効性があり、事業成

長と社会課題解決に貢献する戦略を実行しています。

 社会課題​
花王が持続可能で競争力のある存在であり続けるためには、社会課題の正確な認識が不可欠

です。社会課題の認識は、花王の事業上のリスクを軽減すると同時に、成長を促す新たな事業
機会を見いだすための重要な起点となります。花王は本テーマに関する社会課題を以下のよう
に認識しています。

 リスクと機会​
上記のような社会課題を含む事業環境において、花王はさまざまなリスクに直面する一方で、

新たな事業機会も見いだしています。リスクと機会の特定は、企業戦略や施策を策定するうえで
重要なプロセスです。花王が本テーマにおいて特定した主要なリスクと機会は以下のとおりです。

● �天然資源（パーム、紙・パルプ）サプライチェーンにおける森林破壊と人権侵害
● �事業のグローバル化によるサプライチェーンリスクの拡大と管理難易度の上昇

リスク​
● ��天然資源の枯渇や価格上昇による調達コストの上昇
● ��規制強化に伴うサプライチェーン管理コストの上昇
● ��調達先における人権問題によるブランドイメージの毀損

機会
● �環境・社会リスクの低いサプライヤー選定による安定した供給体制の構築
● �投資家からの信頼の向上
● �顧客ロイヤルティの向上と再購買率の増加

 戦略​
特定したリスクと機会に対応するため、花王

は以下の戦略を策定しています。
これらの戦略は、中期経営計画「K27」の基

本方針のひとつである「持続可能な社会に欠か
せない企業になる」に直結する重要な取り組み
です。製品の安定供給を維持しながら、長年に
わたり培ってきたサプライヤーとの信頼関係や
課題解決の知見を通じて、資源保護、環境保全
や安全、人権などに配慮するサプライチェーン
強化を推進しています。花王の購買部門はこれ
まで基軸としてきた「ESG調達」と「安定調達」
をベースとして「競争力向上に向けた調達」を
達成し、責任ある調達を実現していきます。

① 社会課題解決を協働するサプライヤーの選定
サプライヤーの選定段階でデュー・ディリジェンスを実施し、人権・環境リスクの防止に取り

組むことで、国際的な規範に準拠したグローバルなサプライチェーンを構築する。

② サプライヤーのアセスメントと協働によるESG調達の深化
人権・環境リスクなどの多様な課題に対応するため、効果的なモニタリング手法を導入し、サ

プライヤーアセスメントを実施する。これにより、社会課題の解決と環境負荷の低減を同時に推
進し、持続可能な調達を実現する。さらに、従来のQCD（品質・コスト・納期）に加え、ESG要
素を取り入れ、サプライヤーとの強固なパートナーシップを基盤に、サプライチェーン全体のリ
スクを最小化し、調達基盤を強化する。

③ トレーサビリティの確保と第三者認証品の調達によるリスクの低減
実効性のあるトレーサビリティと第三者認証品の調達を通じて、森林破壊リスクを低減し、社

会全体の持続可能性に貢献する。さらに、グローバルサプライチェーンにおいて一貫した責任あ
る調達を実現することで、信頼性と透明性を確保する。

3つの責任ある調達を紐づける「戦略」を
提案・実行することが使命

責任ある調達

ミッション：責任ある調達

競争力向上に向けた調達

株主と社員に対する責任

安定調達

事業と生活者に対する責任

ESG調達

サステナブルな社会に対する責任
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④ 天然資源における課題解決への取り組み
パーム由来 原料および紙・パルプの調達において、森林破壊ゼロ・土地転換ゼロ（DCF：

Deforestation and Conversion Free）の実現を目指す。認証品の購入にとどまらず、トレー
サビリティの確保や現地農園の生産慣行改善といった、課題の根源に踏み込むアプローチを推
進する。サプライヤーとの協働を通じて、人権尊重と森林保全、適切な土地利用の両立を実現す
る仕組みを構築する。

⑤ 花王の包装容器回収・再生スキームの取り組み
廃プラスチックの回収・再生を基盤に、サプライヤーとの協働を通じて資源循環型サプライ

チェーンを構築する。これにより、持続可能な社会の実現に貢献する。

⑥ 再生可能電力の調達推進による環境負荷低減 
再生可能エネルギーの導入を戦略的に進め、サプライチェーン全体の環境負荷低減を図ると

ともに、「追加性」を重視した高い水準の取り組みにより、再生可能エネルギー市場の拡大と業
界の意識変革を促し、社会全体の脱炭素化を後押しする。

戦略の実践により生み出されるインパクト
前述の戦略により、財務面および環境・社会面で、次のようなインパクトを創出できると考え

ています。

財務インパクト​
● 安定調達による中長期的なコスト抑制
● 安定調達を基盤とした計画的な事業成長
● 持続可能な調達への対応によるレピュテーションリスクの回避

環境・社会インパクト
● �自然環境の保全と生態系の持続可能性向上
● �労働環境の改善を通じた人権尊重の推進
● �生産地コミュニティの経済発展と生活水準の改善

戦略のレジリエンス
花王は、責任ある原材料調達を通じてサプライチェーン全体の透明性を確保することで、リス

ク発生時の迅速な対応を可能にする体制を構築しています。また、代替資源の研究開発やパー
トナーとの強固な関係を構築することで、調達コスト増加や供給不足への耐性を強化していま
す。さらに、国際基準に準拠した人権対応方針と監査プロセスを導入することで、ブランド価値
の保護に努めています。これらの施策を通じて、外部環境の変動が生じた際やリスク発生時に
柔軟な対応を可能にし、安定供給を守るレジリエンスを備えています。

指標と目標
戦略の実効性を高めるため、リスクや機会に関するパフォーマンス指標を設け、定期的に進捗状

況をモニタリングしています。特に重要なリスク・機会に関連する指標には目標を定め、その達成
状況を確認することで、PDCAサイクルを通じた改善を重ね、取り組みを着実に推進しています。

2025 年の紙製品・パルプの認証品購入比率は、99.99％であり、このうちFSC（Forest 
Stewardship Council：森林管理協議会）認証品が約 68％を占めています。一部の紙製品
において、サプライチェーン上でCoC（Chain of Custody）認証※3 が未整備であることから、
100%達成には至りませんでした。

 目標と進捗

戦略 指標
実績 中長期目標

2021年 2022年 2023年 2024年 2025年 目標値 目標年

③
家庭用製品に使用
した認証紙製品・ 
パルプの比率※1

96％ 97％ 98％ 99.6％ 99.99%
 ※2

100％ 2025年

③
パーム農園までの
トレーサビリティ

（TTP）

油脂サプラ
イヤーが 
管理する 
自社農園 
まで完了

油脂サプラ
イヤーが 
管理する 
自社農園 
まで完了

農園までの
トレーサビ

リティ 
87％

農園までの
トレーサビ

リティ 
88％

農園までの
トレーサビ

リティ
91％

100% 2025年

※1 調達品目ごとの認証品重量の比率を集計しています。
※2 家庭用製品に使用する紙製品・パルプ（一部製品を除く）を対象としています。
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す。このような独立小規模パーム農園を直接支援することで、人権・環境リスクの顕在化を未
然に防止するとともに、独立小規模パーム農園繁栄のための共生世界の実現に向けて取り組ん
でいます。2025年末までに支援したインドネシアの独立小規模パーム農園数は、延べ4,630農
園となり、このうちRSPO認証を取得した農園は延べ2,834農園です。2030年末までに、支援
農園数を7,000農園に拡大する目標を立てています。花王が支援する独立小規模パーム農園が
RSPO認証取得後に販売するRSPO認証クレジットを全量購入するとともに、外部団体の支援
を受ける独立小規模パーム農園のRSPO認証クレジット購入も進めています。これらを合わせ
た2025年のRSPO認証クレジット購入数量は42,488トンです。今後は、こうした取り組みをさ
らに拡充し、より多くの農園に持続可能な農業実践を促進していきます。

2025年末時点で、花王グリーバンスメカニズム（KGM）の対象農園数は323農園、2022年
9月以降の累計問い合わせ件数は291件です。問い合わせ内容の内訳は、生産・収益に関する
相談が約50%、森林保護・認証に関する相談が30%、人権・土地紛争に関する相談が約5%、
衛生・生活に関する相談が約4%です。このKGMは、サプライチェーン上流に位置するインドネ
シアの独立小規模パーム農園から、人権侵害や土地紛争などの苦情や農園運営に関する問い合
わせを自国語で直接受け付ける仕組みです。特に重要なのは、KGMが「能動的な収集」を特徴
とする点です。KGMでは、登録時に導入と入力支援を行い、定期的に現地訪問を実施して課題
を能動的に把握します。言語もインドネシア語で入力可能であり、脆弱な立場におかれやすい独
立小規模パーム農園からの相談を直接受け付けることができます。対象農園数の増加は、人権・
環境リスクのモニタリングによる社会課題、特に人権課題への対応や独立小規模パーム農園の
生産性向上に向けた取り組みが進展していることを示しています。

2030年末までに、KGM対象農園数を2,000農園に拡大させる目標を立てています。

今後もサプライヤーとのエンゲージメントを強化し、認証品比率 100%の早期達成を目指し
ます。また現在、家庭用製品に使用する紙製品・パルプの調達※4 については、トレーサビリティ
を確認しています。

2025年末時点で、パーム油ミルまでのトレーサビリティ（TTM）は99%、パーム核油ミルま
でのトレーサビリティは82%、パーム農園までのトレーサビリティ（TTP）は91%でした。多く
の仲介業者が存在するため、農園までのトレーサビリティ100%確保には困難を伴い、100%達
成には至りませんでした。引き続き、2030年末までにパームトレーサビリティ100％の達成を目
指すとともに、現地パートナーと連携強化し、リスク評価や改善対応などの取り組みを強化して
いきます。
※3 CoC認証：認証林から最終製品までの流通過程で非認証材と混ざっていないことを証明する仕組み
※4 家庭用製品に使用する紙製品・パルプ（一部製品を除く）を対象とします。

2025年の人権デュー・ディリジェンス対応実施率（直接材サプライヤー）は99.9%でした。
この数値は、持続可能なサプライチェーンを構築するうえでの重要な指標となります。Sedexお
よび花王SAQ、その他評価機関情報を通じて、サプライヤーの社会的責任を評価しています。
アセスメントの実施率向上は、取引先の多様性への対応やリスク管理において重要な成果です。
今後もさらなる改善に取り組み、アセスメントの実効性向上を目指します。

花王では、持続可能なパーム由来原料の調達に向けて、パートナー企業と連携し、インドネシ
アの独立小規模パーム農園に対して生産性向上やRSPO認証取得に関する支援およびRSPO
認証クレジットの購入による価値還元を実施しています。インドネシアでは、パーム農園全体の
約40％を占める約200万の独立小規模パーム農園が存在し、人権・環境リスクが内在していま

※5 人権デュー・ディリジェンス対応（Sedex,花王SAQ、その他評価機関）
※6 実施率「調査実施会社／調査対象会社（直接材サプライヤー）」を対象

 指標と実績

戦略 指標
実績

2022年 2023年 2024年 2025年

② 人権デュー・ディリジェンス対応※5実施率※6（直接材
サプライヤー）（％）（カッコ内は取引額％）

62 
（88）

81 
（97）

90 
（98）

99.9 
（99.9以上）

④ 支援した独立小規模パーム農園数（延べ数） 2,316 3,083 3,489 4,630

④ 独立小規模パーム農園からのクレジット購入数量（トン） 3,798 18,657 24,238 42,488

④ 花王グリーバンスメカニズム対象農園数 ー 212 259 323

※7 �認証パーム由来原料の合計（B&Cはクレジット購入量ベースで算定のため、一部で実調達量を上回る場合があります）
※8 �MB MassBalance：流通過程で認証油と非認証油が混合されるが、購入した認証油の数量は保証される認証モデル
※9 �B&C Book & Claim：RSPO認証クレジットを生産者と最終製造者、販売者とのあいだでオンライン取引する認証モデル
※10 �B&C（ISH Credits）：独立小規模パーム農園から購入しているB&Cモデル

認証油購入実績※7（花王グループ）
2025年のパーム由来原料の購入数量 504千トン

2022年 2023年 2024年 2025年

MB※8 89.6千トン 63.6千トン 50.8千トン 59.8千トン

B&C※9 63.0千トン 91.0千トン 125.0千トン 402.7千トン

B&C（ISH Credits）※10 3.8千トン 18.7千トン 24.2千トン 42.5千トン

計 156.4千トン 173.3千トン 200.0千トン 505.0千トン 
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2025年に、花王グループが調達したパーム由来原料の購入数量は合計504千トンでした。
花王はパームに関して、“RSPO認証の支持・拡大”と“自社トレーサビリティ100%確保”の「両
輪アプローチ」を採用しています。

RSPO認証油の調達にあたっては、マスバランス（MB）品の購入と、ブック＆クレーム（B&C）
クレジットの購入を組み合わせて推進しています。B&Cは、生産者へインセンティブを提供し、
認証油の生産拡大を後押しすることで市場変革を促進する重要な仕組みのひとつであり、花王
はB&CもRSPO認証の普及拡大を支える手段として活用しています。

加えて、花王は持続可能なパームサプライチェーンにおいて極めて重要な担い手である独
立小規模パーム農園への支援を重視しており、生産性向上およびRSPO認証取得支援を目的
としたプログラムに取り組んでいます。独立小規模パーム農園認証クレジット（ISH Credits：
Independent Smallholder Credits）は、認証取得後のインセンティブを独立小規模パーム農
園へ直接還元できる有効な仕組みであり、花王はISH Creditsの購入を通じて、RSPO認証油
の普及拡大および地域発展に貢献しています。

特集／持続可能なパーム油のサプライチェーン構築P24

Our ESG Vision and Strategy > ガバナンスP62

リスク・機会管理

 方針
花王では「責任ある原材料調達」の実行にあたり、日々の業務や意思決定のガイドラインとし

て次の方針を策定しています。詳細はウェブサイトをご覧ください。
・�調達基本方針 

https://www.kao.com/jp/sustainability/we/
procurement/procurement-policy/

・�お取引先に求めるパートナーシップ要件 
https://www.kao.com/jp/sustainability/we/
procurement/procurement-partnership/

・�お取引先とのESG推進活動 
https://www.kao.com/jp/sustainability/we/
procurement/procurement-esg/

・�ハイリスクサプライチェーンからの調達 
https://www.kao.com/jp/sustainability/we/
procurement/procurement-supply-chain/

・�持続可能なパーム調達に向けた方針 
（パームダッシュボード） 
https://www.kao.com/jp/sustainability/we/
procurement/palm-dashboard/

ガバナンス
取締役会の監督のもと、「責任ある原材料調達」に関するリスク管理は内部統制委員会および 

ESGコミッティ、機会管理はESGコミッティで行っています。購買部門は、「ESG調達」「安定調達」
「競争力向上に向けた調達」の3つの調達方針を戦略的にコーディネートし、競争優位性を実現
することで、すべてのステークホルダーに対して「責任ある調達」を推進しています。毎月の購買
担当執行役員への報告では、これら3つの調達方針に基づいた中長期的な調達戦略の進捗を詳細
に共有しています。この報告は、「戦略ソーシング」組織が主導し、主にESG調達や安定調達に関
する進捗、ならびに競争力向上に向けた取り組みの成果を含んでいます。一方、「プロセス革新」
組織は、効率性やタイムリーなサプライチェーン上の情報共有を通じて、これらの戦略を支える重
要な役割を担っています。こうした取り組みにより、購買部門全体として責任ある調達を実現し、
ガバナンスの向上を図っています。

 管理プロセス
「責任ある原材料調達」に向けたリスク・機会に対する取り組み状況については、下記のとお

り計画策定、活動実施、活動結果評価、是正のプロセスで管理し、着実な改善を図っています。

P（計画策定）
活動設計と目標設定（3～4月）、重要サプライヤーの特定。
購買部門会議で検討し、購買部門統括が承認。

D（活動実施）
取り組み（P136～141）をご覧ください。

C（活動結果評価）
定量・定性的なKPIを用いて、目標達成度や成果を評価。評価は年度末までに順次実施。評

価結果は、購買部門会議とESG推進会議で共有。責任者は購買部門統括。重要度によりESGコ
ミッティで報告。
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 取り組み
花王では、「責任ある原材料調達」に向けたさまざまな取り組みを行っています。これらの取

り組みは、前述の戦略に基づいており、互いに連携しながら、目標の達成に向けて推進されてい
ます。ここでは、数ある取り組みの中から重要なものについてご紹介します。

戦略 取り組み

サプライヤー管理

① �社会課題解決を協働する 
サプライヤーの選定 サプライヤーの選定 持続可能な調達のための教育

② �サプライヤーのアセスメントと
協働によるESG調達の深化

購買慣行の定期的な見直しと
サプライヤーのパフォーマンス
評価

サプライヤーのESGリスク評価 CDPサプライチェーンプログラム 
への参加と活用 ステークホルダーとの協業

パーム由来原料、 
紙・パルプ調達

③ �トレーサビリティの確保と 
第三者認証品の調達による 
リスクの低減

森林資源原料の調達

④ �天然資源における 
課題解決への取り組み 森林資源原料の調達

協働 ⑤ �花王の包装容器回収・ 
再生スキームの取り組み 包装材料リサイクル

電力 ⑥ �再生可能電力の調達推進に 
よる環境負荷低減 再生可能電力の調達推進

A（是正）
評価結果に基づき、改善が必要な領域について是正処置を講じる。次年度の目標および前年

度の活動計画を見直し、調整を実施（2～3月）。購買部門会議で検討し、購買部門統括が承認。
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サプライヤーの選定
地域：グローバル

対応する戦略：①

サプライヤーの選定および審査プロセスにおいて、P134に記載した、各種方針（調達
基本方針、お取引先に求めるパートナーシップ要件、お取引先とのESG推進活動、ハイ
リスクサプライチェーンからの調達）に基づき、経営状態の確認や、ESG要素（環境、社
会、ガバナンス）を重要な判断基準としています。公開情報や外部評価機関の調査結果
を活用し、サプライヤーのリスクを総合的に判断しています。

具体的には、サプライヤーのリスク（ESGリスク：国・産業・商材）、購入金額、QCD
パフォーマンスなどを考慮します。各視点の詳細および選定時の考慮事項と審査プロセ
スのリスク評価について、以下に記載します。

● �ビジネスの視点

・自社事業への影響が大きいサプライヤー：購入金額を基準に選定
・�切り替え困難なサプライヤー：意匠や機能に特徴のある包装材料サプライヤー、製造

委託先

● �エリアの視点

・紛争地域、人権問題などで指摘のあるエリア
・自然林など環境保護エリア：森林資源（パーム由来原料、紙・パルプ）のサプライヤー

● �ESGの視点

・天然資源を原材料とする原料
・�人権リスクの高いサプライヤー：公的機関の公開情報、外部評価機関において低評価の

サプライヤー
・不適切行為、不正行為を行ったサプライヤー

その他考慮事項として

（１）サプライヤーの選定における考慮事項
環境的側面：環境保護活動、エネルギー効率、資源の持続可能な使用に関する実績
社会的側面：従業員の労働条件、人権尊重、多様性の促進への取り組み
ガバナンス：サプライヤーの内部統制、倫理基準、コンプライアンスに関するポリシー
ビジネスとの関連性：花王の事業に与える影響度、長期的な関係構築の可能性

（２）重要なサプライヤーの審査プロセスにおいて考慮するリスク
国固有のリスク：所在する国の政治的不安定、人権問題、環境法令の遵守状況
セクター固有のリスク：天然資源、製造業など、各業界特有のESGリスク
商品別リスク：�サプライヤーが提供する原材料(例：パーム由来原料、紙・パルプ)の 

持続可能性、人権・環境への影響

また、重要サプライヤーは下記定義に従い決定を行う。
【調査対象サプライヤー】
連結会社のうち製造拠点を有する会社のサプライヤーを対象とする（ニベア花王のサプライヤーも含む）
Tier1：原材料を直接購入しているサプライヤー
Non-Tier1：代理店経由で原材料購入をしているサプライヤー

【Tier1 重要サプライヤー支出割合】 　Tier1 重要サプライヤーからの購入金額／Tier1 サプライヤーからの購入金額

特定の基準に基づいて、以下を重要なサプライヤーとしています。
花王事業への影響が大きなサプライヤー：累計購入金額上位のサプライヤー
切り替えの困難なサプライヤー：意匠や機能に特徴のあるサプライヤー
森林資源のサプライヤー：パーム由来原料、紙・パルプのサプライヤー
人権や環境リスクの高いサプライヤー：�Sedexまたは花王SAQの評価や、その他評価機関（EcoVadisなど ）の評価が低い、 

または評価を未取得であるサプライヤー

【デスクトップ調査】　机上および現地訪問による調査

サプライヤー数および重要サプライヤー数実績

地域 比率
日本  28％

アジア 35％

米州 14％

EMEA 23％

国別サプライヤー比率 
（2025年実績）

カテゴリー 比率

原料 62％

包材 23％

製造委託 15％

カテゴリー別サプライヤー比率
（2025年実績）

カテゴリー サプライヤー数
サプライヤー総数 2,867
重要サプライヤー総数 427
Tier1 重要サプライヤー総数※1 336 
Tier1 重要サプライヤー支出割合 81% 
Non-Tier1 重要サプライヤー 総数 91 
重要サプライヤーのうち、デスクトップ
調査を受けたサプライヤーの総数※2 155 

サプライヤー数および重要サプライヤー数（2025年実績）
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購買慣行の定期的な見直しと
サプライヤーのパフォーマンス評価

地域：グローバル

対応する戦略：②

持続可能な調達の実現に向けて、定期的に自社の購買慣行を見直し、サプライヤー行

動基準である「お取引先に求めるパートナーシップ要件」とESG観点での要求事項が矛
盾していないか確認しています。

また、年1回、日本およびアジアの一部地域の主要なサプライヤーを対象に、QCDお
よびESGの観点からパフォーマンス評価を実施しています。評価結果をもとに、サプライ
ヤーとの面談や工場訪問を通じたフィードバックや改善依頼を行い、調達戦略へと反映
しています。この改善依頼には期限を設け、期限内に違反が是正されない場合は、適格
となるまでお取り引きを停止します。なおESGに関する評価割合は全体の15％となって
います。

※1 �同一サプライヤーからの購入が直接購入（Tier1）と代理店経由（Non-Tier1）の両方に存在する場合は、2025年実績より、
Tier1重要サプライヤーとしてカウントしています。

※2 �デスクトップ調査を受けたサプライヤー数については、2025年実績は2022年以降に調査を実施したサプライヤーのみを対
象としています。

持続可能な調達のための教育
地域：グローバル

対応する戦略：①

花王では、新卒・キャリア入社社員などを対象とした導入研修や、購買部門の若手社
員向け研修などを実施し、購買の基本姿勢や社会的責任に対する理解を深める機会を提
供しています。2025年は、新たに購買部門に配属された10人を対象に、購買の基本姿
勢に関する教育を実施しました。

また、購買部門の社員一人ひとりが社会や環境との関係を認識し、行動変革につなげ
るための取り組みとして、資格試験の受験を奨励しています。具体的には、環境社会検
定試験®（eco検定®）の受験を推奨しており、部門在籍者の累計合格者数は113人に達
しています。

さらに、グローバルでの持続可能な調達推進を目的として、花王グループの購買部員
を主対象としたESG教育も実施しました。11の国・地域の約130人を対象に開催しま
した。ESG教育では、SedexおよびCDPの概要説明に加え、サプライヤーのESG活動を
向上させるための具体的な取り組み方法など、実務に直結する内容を提供しました。

サプライヤーのESGリスク評価
地域：グローバル

対応する戦略：②

花王では、サプライヤーの人権・環境リスクやその他のESGリスクを評価するために、
Sedexと花王SAQの評価結果、その他の評価機関の情報を活用しています。高リスクと
判断されたサプライヤーには、第三者による監査（SMETA監査など）を求め課題の改善
を図るとともに、必要に応じて担当者が現地を訪問して評価を実施します。監査結果に
基づき、サプライヤーに対して具体的な改善策を提案し、その実施を支援することで、持
続可能なサプライチェーンの構築を目指しています。

2025年におけるSMETA監査では、重篤な課題のあった会社数は0件でした。この結
果は、サプライヤーの労働環境や倫理的基準の遵守状況を示す重要な指標です。また、
重篤な課題のため取引を停止したサプライヤーは0件でした。重篤な課題の発生を未然
に防ぐため、予防策の策定やサプライヤーとの緊密なコミュニケーションを継続して実施
していきます。

快適な暮らしを
自分らしく送るために

思いやりのある選択を
社会のために

サステナブルな
ライフスタイルの推進

パーパスドリブンな
ブランド

暮らしを変える
イノベーション

> 責任ある原材料調達

よりすこやかな
地球のために

正道を歩む

137



CDPサプライチェーンプログラムへの 
参加と活用

地域：グローバル

対応する戦略：②

花王は、人権・環境課題などサプライチェーン上のリスクを重要課題として認識し、持
続可能な原材料調達に取り組んでいます。これらの取り組みをサプライチェーン全体で推
進するため、CDPサプライチェーンプログラムに参加し、「気候変動」「水」「森林」に関する
環境情報の開示を求めています。CDPサプライチェーンプログラムへの参加依頼は、日本
のパートナーサミット参加企業、海外子会社の主要サプライヤーの一部に実施しています。

CDPの回答結果は花王独自の評価基準に基づき分析し、日本のパートナーサミット参
加企業のうちCDPにご回答をいただいた企業すべてに対して、評価結果の個別フィード

バックおよび改善要請を実施しています。
今後は、取り組みの実効性を高める観点から、フィードバックの対象範囲について、優

先度を踏まえ海外を含めて段階的に拡大を検討していきます。

会社数※1 重要サプライヤー数※2

気候変動 274社 88社

水 181社 69社

森林 88社 53社

個別フィードバック・改善要請を実施したサプライヤー数（2025年実績）

※1 �会社数：日本のパートナーサミット参加企業のうち、CDP回答企業に対して、フィードバックおよび改善要請(開発措置）を実
施した企業数

※2 重要サプライヤー数：上記該当会社のうち、花王が重要サプライヤーと判断している企業数

ステークホルダーとの協業
地域：グローバル

対応する戦略：②

2025年パートナーサミット

サプライヤーとのコミュニケーションを
強化するため、パートナーサミットや品質
向上会議を開催し、国内外のサプライヤー
と意見交換を行っています。パートナー
サミットでは、毎年異なるテーマを設定し、

「戦略的パートナー」「ESG」「安定供給」
の観点から優秀な取引先を表彰していま
す。さらに表彰されたサプライヤーの取り組みをベンチマークとして共有し、参加企業の
能力向上を支援しています。

また、持続可能な調達とトレーサビリティの確保を目指し、NGOとの対話を継続する
とともに、他社や外部団体とも活発に意見交換を行っています。これらの取り組みを通じ
て、サプライチェーン全体の持続可能性を高め、責任ある調達を推進しています。

Sedexによるサプライヤーリスクアセスメント総合評価（2025年12月末時点）

総合評価 SAQ回答率※1 Sedexリスク評価※2 割合

S  80％以上 3.0以上 69%

A  80％以上 2.0以上 3.0未満 21%

B  80％以上 2.0未満 7%

C  80％未満 ー 3%

※1 SedexのSAQに対する回答率
※2 �Sedexアセスメントツールによ

るマネジメントコントロールス
コアの値（0〜5、値が大きい
ほどマネジメントが良好）

評価対象はSedexのSAQ（自己評価アンケート）への回答会社（1,315）社
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SMETA監査数 6社
重篤な課題のあった会社割合 0％
軽微な課題のあった会社割合 100％
軽微な課題のあった会社のうち是正計画書提出済み 100％

SMETA監査の2025年実績（日本）

Sedexまたは花王SAQ評価、その他評価機関の評価が低い重要サプライヤー※3の数

サプライヤー数
17



花王は、持続可能な調達のために、2025年を達成目標年として森林破壊ゼロ・土
地転換ゼロ（DCF：Deforestation and Conversion Free）の実現を目指してきまし
た。パームを含むすべての森林リスクコモディティのサプライヤーとAccountability 
Framework initiative（AFi）で 定 義されるそのグ ル ープ 企 業、またその 投 資 先
企業に対し、森林リスクコモディティを含むサプライチェーンにおけるNDPE（No 
Deforestation, No Peat, No Exploitation）方針の採用を義務とし、自然生態系の転
換や劣化の禁止、生物多様性および、HCV Networkが定義する保護価値の高い森林

（HCVF※1）、HCSA（High Carbon Stock Approach）が定義する炭素貯蔵量の多い
森林（HCSF※2）、泥炭湿地の保全、開発のための火入れ禁止、サプライチェーンに関わ
るすべての人の人権を尊重し、労働者および先住民と地域コミュニティの権利を尊重し、
自由意思による、事前の、十分な情報に基づいた同意（FPIC：Free Prior Informed 
Consent）の遵守徹底の要求と確認を進めます。また花王は、人権擁護者に対する暴力
や不当告発、脅迫などを容認しません。

花王は、RSPOの理念に基づき、森林破壊の防止、生物多様性の保全、人権および労
働環境の保護に取り組むとともに、持続可能なパーム油の普及を促進するとともに、上
記の方針をサプライヤーとサプライヤーを通じてそのサプライチェーン全体に徹底すると

ともにデュー・ディリジェンスを実施し、遵守するサプライヤーからの購入を優先し、未
遵守サプライヤーに対し社内の手順（プロトコル）に従い、取引中止も視野に入れた改善
要求と改善状況の確認を行います。

サプライヤーとのエンゲージメントを一層強化しながら、2030 年末までにDCF率
100％を達成するため、ハイリスクサプライチェーン（パーム由来原料、紙・パルプ）に
関する新たな指標の策定を進めています。

持続可能なパーム由来原料の調達
持続可能なパーム由来原料の調達に向け、花王はサプライヤーと協働し、パーム油ミ

ルおよびパーム農園までのトレーサビリティを継続的に確認しています。あわせて、サプ
ライチェーン全体を対象としたアセスメントとして、NDPE方針の遵守状況を把握する
調査を行い、サプライヤーとのエンゲージメントを進めています。具体的には、サプライ
ヤーへのNDPE調査およびNGOから提供されるサステナビリティ情報などを活用し、サ
プライチェーン上で発生する違法な森林破壊および泥炭地開発のリスクモニタリングと
検証を実施しています。リスクが高いと判断した事案については、サプライヤーを通じた
事実確認、改善要求、および改善状況の継続的な確認を行います。さらに、主要サプラ
イヤーと定期的な情報交換の場を設け、各種グリーバンスに対する最新のモニタリング
状況を確認し、サプライチェーン全体のNDPE遵守を強化する機会としています。また、
第三者機関によるNDPE調査を通じてDCF達成状況を継続的に確認しており、2025年
末時点のDCF達成率は87％となりました。2030年末までのDCF率100%達成に向け、
新たな指標の策定を進めています。さらに、原産地におけるモニタリングとして、森林
フットプリント分析（ランドスケープアプローチ）や衛星情報および花王グリーバンスメ
カニズムを活用し、人権・環境リスクの早期把握とリスク低減に向けた対応につなげて
います。加えて、独立小規模パーム農園への生産性向上支援やRSPO認証取得支援を直
接的に行っています。

森林資源原料の調達
地域：グローバル

対応する戦略：③④

日本開催 日本以外開催 合計
2022年 273 28 301
2023年  292  144  436
2024年 297 75 372
2025年 294 154 448

パートナーサミット出席会社数（単位：社）

※1 High Conservation Value Forests
※2 High Carbon Stock Forests
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包装材料リサイクル
地域：日本

対応する戦略：⑤

包装材料のリサイクルを推進するため、さまざまなステークホルダーとのパートナー
シップを強化しています。特に、サプライヤーやパートナーと共同で廃プラスチックの
回収および再生プロジェクトを展開し、再生技術の向上およびノウハウの共有を図って
います。

使用済みつめかえパウチの水平リサイクルにおいては、集めた廃パウチを包装材料へ
適用する検証段階を終了し、実装フェーズへ進行しています。また業界を超えた連携に
より、ケミカルリサイクルの原料を使用した化粧品ボトルや工業用フィルムなどの非食品
用途PETへ拡大し、市販される化粧品ボトルや飲料用ペットボトルに再生する取り組み
を国内で初めて開始しました。

このような企業間の協業を通じて、「使ったら捨てる」という従来の常識を刷新し、資源
を循環させる仕組みを構築することで、持続可能な循環型社会の実現を目指しています。

包装材料リサイクル イメージ図

紙・パルプの調達と森林保全
紙・パルプの調達では、FSC(Forest Stewardship Council：森林管理協議会)およ

びPEFC(Programme for the Endorsement of Forest Certification：森林認証制度
相互承認プログラム)の認証品を積極的に利用し、責任ある森林管理を支援しています。
また同時に、森林破壊ゼロ・土地転換ゼロ（DCF：Deforestation and Conversion 
Free）の実現を目指した調達活動を進めています。

サプライチェーンのトレースとモニタリングでは、森林保有企業との対話や原産地訪
問を継続するとともに、衛星モニタリングの活用を開始し、原産地の状況把握の精度向
上に取り組んでいます。さらに、サプライヤーとのエンゲージメントを強化し、認証取得
支援やDCF宣誓書の取得などを通じて、直接的に森林管理体制を確認しています。今後
も継続的に高い水準での認証紙・パルプ購入を維持しながら、紙・パルプサプライチェー
ンの透明性向上に向けてサプライヤーに関する情報および認証品の調達状況に関する開
示の拡充を進めます。

2025年4月インドネシア

・�持続可能なパーム調達に向けた方針（パームダッシュボード） 
https://www.kao.com/jp/sustainability/we/procurement/palm-dashboard/

インドネシアの独立小規模パーム農園へ
の直接支援をより効果的なものとし、同時
に、現地における農園の状況、生活環境、
人権課題の実態把握および花王グリーバン
スメカニズムの実効性の向上を目的として、
2025年4月に、独立小規模パーム農園支援

（SMILEプログラム※3）を実施するインド
ネシア北スマトラ州ラブハンバトウ（Labuhan Batu）県パングカタン（Pangkatan）村に
おいて、花王が支援している独立小規模パーム農園の農家との直接対話を行いました。

また、今回の現地訪問の機会を活用し、現地における衛生意識向上を目的として、独
立小規模パーム農園の農家の子どもたちが通う小学校（児童 100 人）において、手洗い
に関する衛生講座を実施しました。
※3 �SMILE (SMallholders Inclusion for better Livelihood & Empowerment) プログラム

快適な暮らしを
自分らしく送るために

思いやりのある選択を
社会のために

サステナブルな
ライフスタイルの推進

パーパスドリブンな
ブランド

暮らしを変える
イノベーション

> 責任ある原材料調達

よりすこやかな
地球のために

正道を歩む

140

https://www.kao.com/jp/sustainability/we/procurement/palm-dashboard/


パーム油・パーム核油は花王の事業を幅広く支える重要な原料です。花王で
は、実際にパーム由来原料を調達する購買部員が中心となって、パーム油・パー
ム核油のサステナビリティ向上に取り組んでいます。サプライヤーとの対話の
中では、いつまでに何を実現したいか、花王のビジョンをしっかりと伝えていく
ことを心がけています。

2025 年には北スマトラ州（インドネシア）を訪問し、独立小規模パーム農園
を経営する農家の人々と直接対話を実施しました。パーム由来原料のサプライ
チェーンの中では下流のユーザーでもある花王がどのような製品にパームを
使用しているか、なぜ持続可
能性を重視しているかを生産
者へ直接伝える機会となりま
した。

今後も、中長期的な持続可
能原料の安定的調達のために、
“ 今、花王は何をすべきか？” を
念頭に置きながら、責任ある調
達に取り組んでいきます。

社員の声

山中 美和
花王株式会社 
購買部門 
原料戦略ソーシング部

持続可能なパーム由来原料の調達

インドネシア訪問

再生可能電力の調達推進
地域：グローバル

対応する戦略：⑥

花王は、花王グループにおけるすべての活動において、環境負荷の低いエネル
ギーを安定的かつ安価に利用できるよう、購買部門を中心に調達活動を推進して
います。花王では、購入電力のすべてを再生可能エネルギー由来とする調達を推
進し、2023年には日本国内の全拠点において再生可能エネルギー100％を達成
しました。

また、海外拠点においても購入電力の再生エネルギー由来の調達を推進し、グ
ローバルでは2025年に再生可能エネルギー91.8％となりました。

加えて、花王グループで初めて導入したバーチャルPPA※により、国内最大規
模となる合計16.8MWの太陽光発電所が創出する環境価値の全量を購入してい
ます。

こうしたバーチャルPPAの活用をはじめとする取り組みにより、花王の先進的
で持続可能な事業活動を前進させるとともに、再生可能エネルギーの普及と環境
負荷低減にさらに貢献していきます。​
※ �バーチャルPPA（仮想電力購入契約）：新たに設置される太陽光発電設備の発電量に応じた環境価値を購入する

契約。実際の電力は小売電気事業者から供給される。この契約により、再生可能エネルギー発電設備への直接投
資が促進され、社会全体の再エネ総量が増加する「追加性」がある。
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私たち王子グループは、「木を使うものには、木を植え
る義務がある」という理念のもと、世界で約64万haの「王
子の森」を有し、100年以上にわたり持続可能な森づくり
を続けてきました。森は私たちの紙・パルプ製品の原料
となる木材の生産の場であるだけでなく、CO2（二酸化
炭素）の吸収・固定や生物多様性や大気の保全、水源の
涵養や土砂流出など災害の防止など非常に多くの役割を
担っています。

花王様には段ボールなどの紙パッケージを中心に私た
ちの製品をご利用いただいていますが、その原料調達に
おいて森を大切な資源と位置づけ、森林破壊ゼロという
目標を掲げ、サプライチェーン全体でより本質的な貢献を
めざされています。その中で、王子の森を訪問いただき、
林業の現場や現在抱えている課題、森を取り巻く国際的
な情勢などについて対話を重ねてくださっています。今
年は、ホタテの名産地として知られる、日本最北の村、猿
払村を訪問いただきました。私たちは、ここで研究者やス
タートアップ企業とともに「森の価値見える化プロジェク

ト」に取組み、森の価値の最大化を目指しています。花王
様には、猿払の森の栄養や水が、川から海へとつながり、
美味しいホタテを育てている、そんな森の姿が可視化され
る可能性の一端を、現地で体感いただけたと考えていま
す。さらに、花王様のすみだ事業所においても使用済みの
紙コップとハンドタオルを回収し、リサイクルするという、
森林資源を活かし一層の循環型社会の実現をめざすプロ
ジェクトにもご協力いただいています。

私たちの製品づくりであり、森づくりに係わるこれらの
取り組みを、消費者と深くつながる花王様とともに、サプ
ライチェーンというつながりの中で進められることは大変
意義のあることであると思っております。花王様が掲げる
脱炭素、循環型社会、森林破壊ゼロといった目標は、私
たちの目指すカーボンニュートラル・ネイチャーポジティ
ブ・サーキュラーエコノミーの実現という社会課題の解
決と方向性を同じくしており、共通のビジョンを基盤に協
働を深めながら、今後も取り組みを加速させていきたいと
考えています。

社外ステークホルダーからの期待と提言

橋本 俊市 氏 
王子ホールディングス株式会社 
OMO 王子の森活性化推進部 
マネージャー 

サプライチェーン全体で取り組む、 
持続可能な森づくりの価値
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